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流によって移動可能な M 粒子と S 粒子だけが供給されるものとして実験が行
われている．動的平衡状態における河床の鉛直構造に影響を与える因子とし





状態とした．また，上方とする場合として，初期河床を L 粒子の頂部まで M
粒子と S 粒子を充填した状態にした実験もあわせて行うことにより，初期河
床の違いが鉛直構造に与える影響についても調べられている．  
 第４章では「河床における遮蔽効果」として， L 粒子が M 粒子あるいは S
粒子に与える遮蔽効果について検討された．遮蔽効果を明らかにするため，
L 粒子と M 粒子，あるいは L 粒子と S 粒子という二つの粒径からなる河床の
静的平衡状態に着目した実験が行われた．その結果， L 粒子が与える遮蔽の
関係を実験的に導いた．次に，三つの粒径集団からなる河床の静的平衡状態
に関する実験を行うと，河床表面に L 粒子だけでなく M 粒子のみからなる層
（M 粒子層）が形成されることが理解された．このように， L 粒子群の間隙
内で顕著な鉛直分級が生じる．さらに，M 粒子層がその下方に位置する S 粒
子に与える遮蔽の関係について検討された．これらの関係を用いると，河床
に作用する掃流力の平均値から， L 粒子，M 粒子， S 粒子のそれぞれの上面
に作用する値を推定することができる．  
 第５章では「動的平衡状態における河床の鉛直構造」として，河床に作用
する掃流力の平均値と M 粒子の供給量を固定して，S 粒子の供給量を異なる
値に設定した実験の結果について説明されている． S 粒子の供給量に応じて
河床の状態は Stage  1～ 4 に分けられることを明らかにしている．Stage  1 と
は S 粒子の供給量が相対的に小さい条件に相当し，静的平衡状態と同様 M 粒
子層が現れる状態になる． S 粒子の供給量がある値まで大きくなると， M 粒
子層の上面まで S 粒子によって充填される．このように M 粒子と S 粒子の
上面の高さが一致した状態を Stage  2 と呼ぶ． S 粒子の供給量がさらに大き
くなると，M 粒子ならびに S 粒子上面の位置が高い状態で動的平衡状態に到
る．これを Stage  3 と呼ぶ．供給量が大きくなると最終的には L 粒子の頂部
まで M 粒子と S 粒子が充填された状態になる．これが St age 4 に相当する状
態である．これより供給量を大きく設定すると， L 粒子の頂部より上方に M











特徴づける値は，空隙率ならびに M 粒子と S 粒子の総和に占める M 粒子の
体積比率の二つである．その結果，二つの層内の構造の間にはほとんど違い




している．一方， S tage  3 ならびに 4 では，混合層内の M 粒子同士の相互間
距離が大きな状態になった．なお，河床に作用する掃流力の平均値ならびに
M 粒子の供給量を異なる値に設定した実験の結果を比較すると， S 粒子の供
給量に伴う河床の鉛直構造の変化には定性的な違いはないことが確認された．
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